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前回の講習会・

GCSAAのゴルフ場サスティナビリティ入門から

• サスティナビリティ＝持続可能な発展のため
に

※現在および未来のゴルファーに満⾜の得られるプレー環境を
提供しつつ、継続的な改善を重ね、資源と資材を専⾨的に管
理・節減し廃棄物を減らしていくことであり、結果的にはゴ
ルフ場のビジネス能⼒を⾼めることにある。

• 3本の柱〜社会（⼈）、環境（地球）、
経済（利益）



サスティナビリティを取り入れるゴルフ場のメリット

1）イメージと評判の向上

2）顧客満⾜度の向上

3）コストの削減

4）従業員の安全向上と企業負担の軽減



ゴルフ場が改善する要件として

1）⽔の使⽤
2）エネルギーの使⽤
3）汚染防⽌
4）⽔質保全

• 以上の取り組みのために

• BMPｓ（最適管理⼿法）を取り⼊れる。
※ゴルフ場内やその近隣地域の⽣産性や収益性、

あるいは⽣態系の⼀体性を維持するために、複
数の耕種的管理⼿段を組み合わせて⾏う⼿法



まず始めるために

• 「施設全体の実務」として
1）実務的なチームを編成する。

2）環境/サスティナビリティ⽅針を策定する。

3）データやその他の数量的情報を集めて分析し、資
源消費や廃棄物排出の基準を設定する。

4）サスティナビリティの到達点を⽂書化する。



改善のための必要な要件〜何を盛り込むか？

1）基本的なリスク管理〜法令順守、従業員教育、リスク
管理の評価及び実務の活⽤

2）⽔使⽤
3）⽔質保全
4）エネルギー使⽤
5）汚染防⽌

以上の内容の詳細について話をしました。
前回の話を受けて・・・・。



日本的型サスティナビリティを考える上で、
日本の現状は？

• 2000年〜2005年頃にかけて、バブル経済がはじける。

• ゴルフ場においては2010年頃から売り上げの減少が始まり、
それまでは増え続けた経費やコース管理費の削減が始まった。

• それから20年間、経済の縮⼩とともにコース費の削減や⼈員の
削減等の経費削減のための努⼒がなされた。

• 実際には経費削減を進めることにより、サスティナビリティの
⼀部導⼊は始まっていた。

• バブル期に造成されたゴルフ場のインフラの⽼朽化問題への対
応



環境問題～日本での環境問題の動き（1）

• 農薬問題〜1990年頃から農薬による環境汚
染が問題化

• 環境庁（⾏政）指導による農薬の総量規制と
⽔質保全（1990年5⽉ ゴルフ場で使⽤され
る農薬による⽔質汚濁の防⽌に係る暫定指導
指針〜環境庁）

• 県・農⽔省指導による使⽤農薬届け出制
（2004年農⽔省）の実施



環境問題～日本での環境問題の動き（2）

• Co2の削減〜2010年から環境省がCo2削減ポ
テンシャル診断・対策実施⽀援事業を実施。
（京都議定書・パリ協定を受けて、2030年
までに2013年⽐で-26％（5,000万KLの省エ
ネ等）の達成の⽬標を掲げる。）

• 地球温暖化〜脱炭素化の動き：
再⽣可能なエネルギーの使⽤（⾃然エネル
ギーの使⽤等）



環境問題～日本での環境問題の動き（3）

• 環境マネジメントシステム（EMS）：
環境マネジメントに取り組むことは省資源や
省エネルギーを通じて、経費節減につながる。

※EMS：Environmental Management System
• 全体的なマネジメントシステムの⼀部で、環境⽅針を作

成し、実施し、達成し、実施し、⾒直しかつ維持するた
めの、組織の体制、計画活動、責任、慣⾏、⼿順、プロ
セス及び資源を含むもの。

例：エコアクション21（環境省）、ISO14001



サスティナビリティへの取り組みにあたって
の提案 1.基本的なリスク管理

• 法令順守の徹底：
化学製品の保管、有害物質の流出への対処、廃棄物管
理、従業員の安全管理

• 必須条件を満たすための従業員教育：
法令の必須要件、正しい設備操作、安全管理

• リスク管理の評価及び実務の活⽤：
あらゆる⼈的リスクと環境リスクあるいは影響から業務
を⾒直す。タイミングを逃さずに重要案件を解決する最
適管理⼿法（BMPｓ）を実施する。



2.水の使用（水資源の確保と消費のために）
～温暖化対応

1.⽔道設備と灌⽔システムの保全と監査
2.芝⽣エリアへの散⽔の最適化：

芝草エリアの縮⼩等（刈込⼈件費の削減）
3.灌⽔⽅針の決定にテクノロジーの導⼊：

短期的な⽬標を設定し、⻑期的な計画の中で、テクノロジーを
導⼊する。（ウェザーステーション、降⾬センサー、⽔分計、
⽔コントロールシステム〜コンピューターの利⽤等）

4.節⽔技術と設備の導⼊：
節⽔設備の導⼊や灌⽔設備の⾒直し（シャワー設備やバルブインヘッ
ドなど）、再⽣⽔の利⽤

5.既成のコースコンディションの⾒直し：
寒冷地における洋芝からノシバへの草種転換・乾燥に強い草種の導
⼊（⼩樽CC旧コースなど）



横浜カントリークラブ



小樽カントリークラブ旧コース



3.水質保全（１）

1.⽔質管理： ⽔質検査〜農薬、肥料成分、溶存酸素容量等
2.総合的病害⾍雑草管理（IPM）計画書の展開と実施：

病害⾍と雑草の限界基準や管理⼿順を定めたIPMの計画書の実
施

3.施肥・農薬散布計画書の作成と実施：
健康な芝⽣の管理、効率的な業務、環境保護を実現するための
施肥・農薬散布計画書の作成や⼟壌・葉⾝分析、BMPｓを実⾏
する。



3.水質保全（２）

4.⽔を使⽤しない清掃⽅法の導⼊：
標準業務⼿順として⽔の使⽤を最⼩にするテクノロジーや
BMPｓの利⽤を推進する。

5.植物による地表と地下⽔の保護、及び農学的BMPｓ：
汚染防⽌のために農薬散布禁⽌エリアを設けることや湖
沼や井⼾と接する場所に植物による緩衝帯を設けること
を計画、実施する。



4.エネルギー利用

1.再⽣可能なエネルギーへの変換：
太陽光発電、⾵⼒発電、少⽔⼒発電、バイオマス燃料の利⽤

2.省エネルギー機器への転換：
LED、空調設備、給湯設備等、重油からLPGへの転換

3.設備、稼働、操作の⾒直しによる節電、効率化：
散⽔時間の移動、深夜電⼒の利⽤

4.「使わないなら消す」の徹底：
使わないなら⽌める（⽔）、アイドリングストップ等



風力発電（島津CC）



エコアクション（全国地球温暖化防止活動推進センター）



5.汚染防止(1)

1. ゴルフ場における専⾨的な廃棄物管理
a）バイオマスのリサイクル（⽇⾼CC、⼤相模CCの取り組

み）； チップ化、堆肥化、炭焼き

b）リサイクル、リダクション（削減）、リユース（再利⽤）
のBMPｓを標準業務⼿順として実施する。：

段ボール、紙、プラスティック、⾦属といった資材の
リサイクルや廃棄物の発⽣が少ない製品の購⼊。施設
から出されるビン、⽸、油（ディーゼル燃料として再
⽣）、液体等の リサイクル



5.汚染防止（2）

2. 施設全体にわたる有害物質の流出防⽌と対処訓練：
農薬の洗浄液、危険物の漏洩防⽌他〜BMPｓを利⽤して
のマニュアル作成

3. 適切な保管と在庫管理の徹底：
化学製品や有害物質は、保管先として設計された
場所に保管する。（農薬、燃料等）



大相模CC・チップ化とコンポスト化



6.コース管理（1)

1.管理基準（メンテナンススタンダード）の策定
ａ）コースの望む管理⽔準と管理予算の整合性
ｂ）詳細データの分析：

管理作業ごとの⼈⼯・時間、⼈⼯の歩留まりの算出、
作業部署ごとの管理単価（㎡当たりの資材費・⼈件
費を求める）〜現状が数字的に適正化をみる

ｃ）包括的なゴルフコースのマスタープランの作成：
⽔管理、灌⽔設備の改善、排⽔の改善、機器の⼊れ
替えスケジュール、管理施設の改善、樹⽊管理、
カート道の改善、スタッフと労働⼒、コースデザイ
ンの改善等



作業別労務時間（人工）の割合
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刈込における労務時間（人工）の割合
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作業単価を求める（Green）

Aコース Bコース Cコース Dコース Eコース
Ｇ．面積（1面当） 522.7 371.8 694.7 748.3 641.6
Ｇ．面数 22 39 19 21 20
工数/１日 14 16.8 16.8 13.5 13.75
作業時間/１日 8 7.5 7.75 7.67 7.75
作業費/１日 17,662 14,356 13,899 14,369 16,931
歩掛り　人工/㎡ 0.0001522 0.0001545 0.0001642 0.0001120 0.0001383
作業費/１㎡ 2.69 2.22 2.28 1.61 2.34
作業費/１面 1,405 825 1,586 1,204 1,502
全グリーン当り 30,909 32,157 30,130 25,291 30,039

工数/1日＝作業人数×作業時間
作業時間/1日＝就業時間
作業費/1日＝規定作業費　（年間の人件費実績/作業人員数）/規定作業日数

Ex.　年間の人件費実績が6200万円（外注、一時的なパート費は除く）
固定人員数　17人、規定作業日数　266日とすると
（62,000,000円/17人）/266日＝13,711円



コース別管理単価表（グリーン）㎡単価

肥料 農薬 目砂 ㎡単価

Aゴルフ場 399.5 201.8 62.6 663.9 

Bゴルフ場 206.3 245.0 82.7 534.0 

Cゴルフ場 239.4 341.9 73.8 655.1 

Dゴルフ場 470.0 168.8 140.8 779.7 

Eゴルフ場 121.9 118.9 34.7 275.4 

Fゴルフ場 119.8 149.2 42.0 311.0 

Gゴルフ場 72.9 133.3 32.3 238.4 

Hゴルフ場 365.7 125.3 54.2 545.2 

Iゴルフ場 147.5 63.5 65.0 276.0 

Jゴルフ場 350.9 235.1 51.2 637.2 

Kゴルフ場 264.8 224.0 93.5 582.3 

Lゴルフ場 213.9 238.5 92.8 545.1 

Mゴルフ場 302.1 240.2 101.6 643.9 

Nゴルフ場 160.5 177.4 54.6 392.5 

Oゴルフ場 463.5 157.6 64.0 685.1 



6.コース管理（2)

2.⼟壌、葉⾝分析と⽣⻑能曲線GPによる施肥設計：
肥料はもっと減らせる？

最低ラインの施肥ガイドライン（MLSN）とGPの利⽤

MLSN：最低持続可能な栄養素レベル、2012年に
Pace TurfとAsian Turfgrass Centerが制
定したもの。



嵐山CCの試み



土壌への最低維持レベルを実現する
施用ガイドライン

栄養素 テスト方法 通常のガイドライ
ン（ｐｐｍ）

MLSNガイドライン
（ｐｐｍ）

リン Olsen（オルセン） >12 6

リン Bray 2 >75 25

リン Mehlich 3 >50 18

カリウム Mehlich 3 >110 35

カルシウム Mehlich 3 >750 360

マグネシウム Mehlich 3 >140 54

イオウ Mehlich 3 15-40 13

硝酸チッシ KCl 3-20 1-10

アンモニウムチッソ KCl <7 0-7

チッソ全量 KCl <20 3-10



芝草の生長能 GP

• GP ൌ eሺି଴.ହሺሺୟିୠሻ/ୡሻ²）

e=⾃然袋数（2.71828）、a=平均気温 ℃、b=最適気温（寒地型芝草は
20℃）（暖地型芝⽣では30℃）、ｃ=条件設定（実際には華⽒で求めてい
るので、5.0）摂⽒に変換しているので、5.5とした。チッソ要求量はGP＝1
の時に3〜3.5で設定する。求めたGP値に設定した窒素量をかけた数字が、
その時の窒素要求量
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7.コミュニティへの対応

1.ゴルフコースの開放：
芝⽣への触れ合いの場の提供

2.災害時のコース⽤地提供、施設の提供：
地域への避難場所の提供、被災者へのお⾵
呂等の提供、厨房を利⽤した炊き出し場所
の提供、ヘリポート等

3.チャリティゴルフの開催
4.ゴルフ利⽤税〜地域経済に貢献



8.芝生の持つ効用のアピール

1.ゴルフ場の⽣物多様性：
⾥⼭としての存在意義、絶滅危惧種の保護等

2.芝⽣のセラピー効果：
校庭緑化で実証済

3.認知症予防へのゴルフの効果：
2018ジャパンゴルフフェアーでの発表

4.Co2の削減：
九州⼤学名誉教授、縣和⼀⽒が2008年⽇本芝草学会誌
芝草研究に発表・2015年ゴルフマネジメント（⼀季版）に
2015年の固定Co2量も寄稿している。2008年にはゴルフ場
全体で約460万ｔ、2015年には約411.4万ｔと試算。



エコ・パークとしてのゴルフ場



9.ゴルフの多様性：楽しみ方の多様性を探る。

1. 9ホールプレー：USGAが配布したビデオ（USGAが提唱）
・プレー時間の短縮を考える
・気軽にゴルフができる
・プレー⼈⼝の増加とラウンド数の増加が⾒込める

2. 様々な⽅法で楽しむ
・P1選⼿権：パター1本でプレーするルール。
・⼆本オープンゴルフ：2本のクラブだけでプレーする。
・MMMT9：プロは4本以内、アマチュアは7本以内のクラブ

で競技。
・いずれも9ホール単位のプレーゲーム。



まずは出来る所から始めよう！


